資料①

会　議　記　録
高松市附属機関等の会議の公開および委員の公募に関する指針の規定により，次のとおり会議記録を公表します。

	会 議 名
	第5回高松市文化芸術振興条例検討委員会

	開催日時
	平成25年2月15日(金)午後3時～5時

	開催場所
	高松市役所　114階　会議室

	議    題
	(1)総則の修正(案)について
(2)基本施策(案)について
(3)その他

	公開の区分
	　　■　公開　　□　一部公開　　□　非公開

	上記理由
	

	出席委員
	鹿庭委員，鎌田委員，木ノ下委員，小西委員，坂委員，島田委員，津村委員，冨田委員，橋本委員，林委員，村川委員
計11人(4人欠席)

	傍 聴 者
	     0 人　　（傍聴席5人程度を確保）

	担当課および連絡先
	高松市文化芸術振興課　839－2636


	審議経過および審議結果

	会議を開会し，次の議題について協議し,下記の結果となった。

(1) 総則の修正(案)について
事務局
　前回の第4回検討委員会でいただいた意見を反映した「総則(案)」について説明。
委員意見
第2条「定義」の(4)団体について，地域コミュニティ協議会等が好ましい。

第3条第5項の「肯定され」という文言は削除し，尊重をだけで良い。
第4条第2項には「財政上の措置」に加えて「組織内の連携」を謳ってほしい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(2) 基本施策（8条：文化芸術の振興，9条：文化芸術活動の支援，10条：人材育成，11条：次代の育成，12条：環境整備，13条：連携協働(ネットワーク)，14条：情報の収集，発信等，15条：交流の促進，16条：地域特有の文化の継承と創造，17条：新しい文化芸術の肯定・共有，18条：文化的なまちづくり，19条：顕彰及び奨励）について
事務局
事務局案として条文の内容，項目に基づいた具体例，今現在市内において行われている具体例を記載。今回分科会の形式を採り，各項目について，グループ内での闊達な議論を期待する。
各グループのファシリテーターには，橋本委員長，津村委員，木ノ下委員に。
　
橋本委員グループ＝鎌田，冨田→第8～11条について
　津村委員グループ＝小西，坂，村川→第12～15条について
木ノ下委員グループ＝鹿庭，島田，林→第16～19条について
（各テーブルで事務局案を元に議論する中，文化芸術振興課の職員がオブザーバーとして参加。）
委員意見
橋本グループ[第8～11条]
文言の修正ほか，第9条文化芸術活動の支援では「街中すべて美術館的なことに。商店街でのイベント支援」，第10条人材育成では「資格を取得する施策→認定資格でなくても。育成が仕事に繋がる仕組みが必要，現状では自然発生的。サンポートホール等既存施設での人材育成。」，第11条次代の育成「ホール，美術館など本物の場で観る機会が重要。ジャンルを整理し，提供。」など意見が伺えた。
津村グループ[第12～15条]
　文言修正よりも，むしろビジョンに繋がる細やかな意見が提案されるが，その中でも，第13条の「文化にあふれる活気ある地域社会の実現のため」には違和感があり，「文化芸術を使って何ができるのか」と絞る方がベターであるほか，第15条では，異文化理解を念頭にした文言からは「地域間を越えた」に違和感を覚えるとの意見も出た。
木ノ下グループ[第16～19条]
　文言の修正のほか，第16条には「他者性」を取り入れること，第17条では「アートマネージメントの必要性＝つなぎ手の育成，制度ないし仕組み作り」に加えて，第12条との絡みとして「規制緩和，行政の組織的な協力が必要。」を挿入のこと。また，第18条には，「まちづくりとは生活に根ざすもの，住んでいる人々の幸福感，感性に響くものとして，地域産業と文化が複合的に交流できる場が生まれること。」という意味合いとの指摘があった。


	(3) その他について

　事務局より，次回第6回委員会は未定だが，「総則」および「基本施策」につい

て，承認を得ることを目標とすることを伝える。
また，市民を交えた意見交換会を，３月２４日日曜日の午後３時から，高松市美術館講堂で行う予定であること。橋本委員長にコーディネーター，木ノ下委員と小西委員らにパネラーを依頼していることも報告。そのパネルディスカッションでは，当条例検討委員会の現段階の中間報告し，市民から意見を求める。
　その他，委員から特に意見はなく，以上をもって，本日の会議を終了することと
した。
以　上





































